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１．平成 30 年３月期第１四半期の連結業績（平成 29 年４月１日～平成 29 年６月 30 日） 
 
（１）連結経営成績（累計）                                  (％表示は、対前年同四半期増減率) 

 経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

 百万円 ％  百万円 ％  百万円 ％

30 年３月期第１四半期 3,877 △0.3 1,316 4.7 937 7.0

29 年３月期第１四半期 3,892 2.4 1,255 4.4 875 18.8

（注）包括利益 30 年３月期第１四半期 1,412 百万円（376.8％） 29 年３月期第１四半期 △510 百万円（△143.6％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益 
 

 円 銭 円 銭

30 年３月期第１四半期 39.05 ― 

29 年３月期第１四半期 36.46 ― 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率(注) 

 百万円 百万円 ％

30 年３月期第１四半期 672,708 45,245 6.7

29 年３月期 661,089 43,892 6.6

（参考）自己資本 30 年３月期第１四半期 45,245 百万円   29 年３月期 43,892 百万円 

（注）「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。 

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 

 

２．配当の状況 

 

 

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29 年３月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00

30 年３月期 ―   

30 年３月期（予想）  2.50 ― 2.50 5.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

３．平成 30 年３月期の連結業績予想（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 
 

                                  (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 

 経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属する

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 6,890 △2.5 2,140 3.1 1,520 6.6 63.33

通 期 13,100 △3.4 3,850 1.3 2,510 2.9 104.58

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  
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※ 注記事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

   新規 ―社 （社名）                   、除外 ―社 （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更   ： 無 

③ 会計上の見積りの変更    ： 無 

④ 修正再表示         ： 無 

 

（４）発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30 年３月期１Ｑ 24,000,000 株 29 年３月期 24,000,000 株

② 期末自己株式数 30 年３月期１Ｑ ―株 29 年３月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30 年３月期１Ｑ 24,000,000 株 29 年３月期１Ｑ 24,000,000 株

 

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

・本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に

あたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

（四半期決算補足説明資料の入手方法） 

・四半期決算補足説明資料は、当第１四半期決算短信に添付しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期における我が国経済は、政府による経済政策や海外経済の回復等を背景に、企業収益や雇

用環境が改善するなど、緩やかな回復基調にあります。当行の主要な営業エリアである静岡県・神奈川県

の地域経済におきましても、景況感に一部弱さが見られるものの、緩やかな回復基調が続いております。 

このような状況下、当行は、第 11 次中期経営計画『進化』において、行動指針「Change（改革）

＆Challenge（挑戦）」のもと、「お客様中心主義」を“原点回帰”と“マーケティング活動の強化”に

より進化させ、地域の皆さまやお客様のニーズに合った商品・サービスの提供、諸施策の推進に努めてま

いりました。この結果、着実にお客様が増加し、次のような成果を収めることができました。 

当第１四半期の連結ベースの経営成績は、以下の単体の経営成績を主因とし、経常収益は 38 億 77 百万

円、経常費用は 25 億 61 百万円となりました。この結果、経常利益は 13 億 16 百万円、親会社株主に帰属

する四半期純利益は９億 37 百万円となりました。 

 

【 単体の経営成績 】 

① 預金・貸出金 

預金につきましては、地域振興を目的とした地元商店街等との連携による「お買い物券付定期預金」や、

年金関連定期預金「バースデー」等の年金関連サービスなど、お客様のニーズに合った商品・サービスの

提供に努め、積極的な営業活動を展開してまいりました。この結果、当第１四半期末の預金残高は前年同

期末比 145 億 71 百万円 2.5％増加の 5,903 億 44 百万円となりました。 

貸出金につきましては、地域の企業や個人のお客様のニーズを、「訪問頻度管理」による定期的な顧客訪

問によって把握し、「本業支援ヒアリングシート」活用による事業性評価向上に努めるなど、積極的に対

応いたしました。特に製造業、医療介護分野などの資金ニーズを中心に、「地域力創生ファンド」等による

成長基盤強化支援を実施・展開してまいりました。この結果、当第１四半期末の貸出金残高は前年同期末

比 131 億 50 百万円 2.8％増加の 4,821 億 54 百万円となり、うち中小企業等向け貸出金は前年同期末比 147

億 75 百万円 3.4％増加の 4,479 億 30 百万円、貸出金に占める中小企業等向け貸出金比率は 92.9％となり

ました。 

 

② 利益 

当第１四半期の経常収益につきましては、預貸金ともに増加するなど、本業が堅調に推移したものの、

有価証券関係収益の減少等により、前年同期比 20 百万円 0.5％減収の 38 億 45 百万円となりました。 

経常費用につきましては、預金利息の減少等により、前年同期比 78 百万円 2.9％減少の 25 億 86 百万円

となりました。 

上記により、経常利益は、前年同期比 57 百万円 4.8％４年連続増益の 12 億 59 百万円となり、四半期純

利益は、前年同期比 42 百万円 5.0％４年連続増益の８億 86 百万円となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 116 億 18 百万円増加（前年同期末比 227

億 75 百万円増加）の 6,727 億８百万円となり、純資産は、前連結会計年度末比 13 億 52 百万円増加（前年

同期末比 37 億 10 百万円増加）の 452 億 45 百万円となりました。 

総負債は、前連結会計年度末比 102 億 65 百万円増加（前年同期末比 190 億 64 百万円増加）の 6,274 億

63 百万円となりました。 

主な内訳として、貸出金は、前連結会計年度末比 29 億 15 百万円増加（前年同期末比 131 億 50 百万円増

加）の 4,821 億 54 百万円となり、預金は、前連結会計年度末比 105 億 13 百万円増加（前年同期末比 151

億 80 百万円増加）の 5,893 億 31 百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  

平成 29 年５月 12 日に公表した業績予想から変更ありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）  

科   目 
前連結会計年度 

（平成 29 年３月 31 日） 

当第１四半期連結会計期間 

（平成 29 年６月 30 日） 

（ 資産の部 ） 

現金預け金 

金銭の信託 

有価証券 

貸出金 

その他資産 

有形固定資産 

無形固定資産 

退職給付に係る資産 

繰延税金資産 

支払承諾見返 

貸倒引当金 

 

37,242 

968 

133,390 

479,238 

1,444 

8,649 

1,533 

56 

414 

892 

△2,740 

 

44,097 

985 

135,596 

482,154 

1,577 

8,702 

1,428 

58 

― 

812 

△2,705 

資産の部合計 661,089 672,708 

（ 負債の部 ） 

預金 

借用金 

その他負債 

賞与引当金 

役員賞与引当金 

退職給付に係る負債 

役員退職慰労引当金 

睡眠預金払戻損失引当金 

偶発損失引当金 

特定債務者支援引当金 

繰延税金負債 

再評価に係る繰延税金負債 

支払承諾 

 

578,818 

28,235 

4,845 

388 

51 

1,316 

703 

19 

328 

200 

― 

1,399 

892 

 

589,331 

28,394 

5,229 

200 

― 

1,338 

455 

18 

250 

― 

31 

1,399 

812 

負債の部合計 617,197 627,463 

（ 純資産の部 ） 

（株主資本） 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

株主資本合計 

（その他の包括利益累計額） 

その他有価証券評価差額金 

土地再評価差額金 

退職給付に係る調整累計額 

その他の包括利益累計額合計 

 

 

2,000 

0 

35,355 

37,356 

 

3,362 

3,217 

△44 

6,535 

 

 

2,000 

0 

36,232 

38,233 

 

3,837 

3,217 

△44 

7,011 

純資産の部合計 43,892 45,245 

負債及び純資産の部合計 661,089 672,708 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）  

科   目 

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成 28 年４月 １日 

●至 平成 28 年６月 30 日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成 29 年４月 １日 

●至 平成 29 年６月 30 日）

経常収益 3,892 3,877 

資金運用収益 

（うち貸出金利息） 

（うち有価証券利息配当金） 

役務取引等収益 

その他業務収益 

その他経常収益 

3,139 

（2,024）

（1,111）

258 

244 

249 

2,668 

（1,972）

（692）

262 

121 

824 

経常費用 2,636 2,561 

  資金調達費用 

（うち預金利息） 

役務取引等費用 

営業経費 

その他経常費用  

194 

（190）

264 

1,945 

232 

130 

（130）

294 

1,986 

149 

経常利益 1,255 1,316 

特別利益 

特別損失 

固定資産処分損 

― 

0 

0 

― 

0 

0 

税金等調整前四半期純利益 1,255 1,315 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

法人税等合計 

451 

△70 

380 

134 

243 

378 

四半期純利益 875 937 

親会社株主に帰属する四半期純利益 875 937 

 

（四半期連結包括利益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）  

科   目 

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成 28 年４月 １日 

●至 平成 28 年６月 30 日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成 29 年４月 １日 

●至 平成 29 年６月 30 日）

四半期純利益 875 937 

その他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 

退職給付に係る調整額 

△1,385 

△1,389 

3 

475 

475 

0 

四半期包括利益 △510 1,412 

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 

 

△510 

 

1,412 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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５．補足情報【 平成 30 年３月期 第１四半期 決算説明資料 】 
 

（１）損益の状況（ 単体 ） 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円） 

  
平成 30年３月期

第１四半期 

 平成 29年３月期 
第１四半期 

 平成 29年３月期
通期 前年同期比  

業務粗利益  2,554 △564 3,119  10,018 

 コア業務粗利益    （注１） (2,432) (△442) (2,874)   (9,414)

 資金利益  2,530 △414 2,944   9,618 

 役務取引等利益  △98 △28 △70  △204 

 その他業務利益  121 △122 244  604 
 （うち国債等債券関係損益（５勘定尻））  (121) (△122)   (244)  (604)

経費（除く臨時処理分）   （△） 1,955 49 1,905  7,502 

 人件費                  （△） 985 15 969  3,830 

 物件費         （△） 827 31 796   3,234 

 税金 （△） 142 2 139  437 

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） （注２） 599 △614 1,213  2,516 

 コア業務純益     （注３） 477 △492 969   1,912 

 ①一般貸倒引当金繰入額 （△） △31 △42 11  ― 

業務純益  630 △572 1,202  2,516 

 うち国債等債券関係損益（５勘定尻）  121 △122 244  604 

臨時損益  628 629 △1  1,120 

 ②不良債権処理額     （△） 40 36 4  ― 

  個別貸倒引当金繰入額 （△） 40 36 4  ― 

 ③貸倒引当金戻入益  ― ― ―  342 

 ④偶発損失引当金戻入益  77 △34 112  245 

 ⑤特定債務者支援引当金戻入益  200 200 ―  ― 

 償却債権取立益     0 △4 4  27 

 株式等関係損益（３勘定尻）  537 511 25  658 

 その他臨時損益  △144 △5 △139  △153 

  退職給付費用 （△） 0 △4 4  19 

経常利益  1,259 57 1,201  3,637 

特別損益  △0 △0 △0  △271 

 固定資産処分損益  △0 △0 △0  △1 

 固定資産減損損失 （△） ― ― ―  269 

税引前四半期純利益  1,258 57 1,201  3,365 

法人税、住民税及び事業税 （△） 128 △301 429  936 

法人税等調整額 （△） 243 315 △71  100 

四半期純利益  886 42 843  2,328 
    

与信費用（ ①＋②－③－④－⑤ ）  △268 △171 △97  △588 
    

コア業務粗利益ＯＨＲ  （注４） 80.3％ 14.1％ 66.2％  79.6％ 
 

（注１）コア業務粗利益    ＝ 業務粗利益 － 国債等債券関係損益 

（注２）実質業務純益     ＝ 業務純益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 

（注３）コア業務純益     ＝ 業務純益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 － 国債等債券関係損益 

（注４）コア業務粗利益ＯＨＲ ＝ 経費 ÷ （ 業務粗利益 － 国債等債券関係損益 ） 

 

○ 「経常利益」は、預貸金利益（貸出金利息－預金利息）が第１四半期ベースで６年振りに増加に転じるな

ど、本業が堅調に推移したほか、与信費用の減少等も寄与し、前年同期比 57 百万円 4.8％４年連続増益の  

12 億 59 百万円となりました。 
 

○ 「四半期純利益」は、経常利益の増加等により、前年同期比 42 百万円 5.0％４年連続増益の８億 86 百

万円となりました。 
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（ 単体 ） 

 

 

 

   （単位：百万円）

 平成 29 年６月末 平成 28 年６月末  平成 29 年３月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 1,191 3,255  1,683

危険債権 7,751 8,127  7,087

要管理債権 449 670  625

合 計 9,393 12,054  9,396

  

総与信残高（末残） 483,287 470,233  480,455

  

総与信に占める開示債権額の割合 1.94％ 2.56％  1.95％
 
（注１）記載金額は単位未満を、比率は小数点第３位を切り捨てて表示しております。 

 

（注２）上記の四半期末(平成 29 年６月末)の計数は、｢金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則｣第４条に規定する各

債権のカテゴリーにより分類しておりますが、集計方法については、以下の点につき年度末又は中間期末に開示する計数とは

異なるため計数は連続しておりません。 

 

○平成 29 年６月末の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」の金額は、同年３月末時点における債務

者区分（※）をベースとし、同年３月末から６月末までの倒産、不渡り、延滞等の客観的事実のほか、当行の定める自己査

定基準に基づき債務者区分の見直しを行い、平成 29 年６月末残高にて開示しております。 

 

○平成 28 年６月末の「要管理債権」の金額は、同様に同年３月末時点における「要管理債権」をベースとし、同年３月末か

ら６月末までに新たに「要管理債権」となった貸出債権、および回収状況ならびに債務者区分の変更を勘案し、平成 29 年

６月末残高にて開示しております。 

 

※債務者区分との関係 

・破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

・危険債権 （破綻懸念先の債権） 

・要管理債権（要注意先のうち、元本又は利息の支払が３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和している債権） 

 

（３）自己資本比率（ 国内基準 ）   

 

 

 

   

 
平成 29 年９月末

(予想値) 
平成 29 年３月末 

(実績) 
平成 28 年９月末 

(実績) 

連結 自己資本比率  10.6％ 程度 10.32％ 10.35％

単体 自己資本比率  10.4％ 程度 10.14％ 10.18％
 
（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 平成 29 年６月末の「金融再生法ベースの開示債権額」は、前年同期末比 26 億 60 百万円減少の 

93 億 93 百万円となり、総与信に占める割合は同 0.62 ポイント低下の 1.94％となりました。 

○ 平成 29 年９月末の「連結自己資本比率」は、10.6％程度を予想しております。 

○ 平成 29 年９月末の「単体自己資本比率」は、10.4％程度を予想しております。 
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（４）時価のある有価証券の評価差額（ 単体 ） 

 

 

 

  （単位：百万円）

 

平成 29 年６月末 平成 28 年６月末 平成 29 年３月末 

時価 
評価 

差額 

  
時価 

評価 

差額 

  
時価 

評価 

差額 

  

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 133,014 5,432 7,397 1,965 130,758 3,632 6,764 3,132 133,423 4,763 7,000 2,237

 株 式 22,965 5,118 5,861 742 18,547 726 2,871 2,144 24,367 4,520 5,376 855

 債 券 80,882 564 918 353 86,701 3,108 3,108 0 79,391 659 1,110 451

 その他 29,166 △251 617 869 25,508 △202 785 988 29,664 △417 513 930

 
（注１）平成 29 年６月末の「評価差額」及び「含み損益」は、同年６月末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と 

時価との差額を計上しております。 

 

（注２）満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式で時価のあるものはありません。 

 

（５）デリバティブ取引（ 単体 ） 

該当ございません。 

 

（６）預金・貸出金の残高（ 単体 ） 
 

① 預金の状況 

 

 

 

   （単位：百万円）

 平成 29 年６月末 平成 28 年６月末  平成 29 年３月末 

預 金（末残） 590,344 575,773 580,187

 うち個人預金 424,938 420,799 418,554

 うち法人預金 165,406 154,973 161,633

預 金（平残） 575,942 565,988 568,446

 

② 貸出金の状況 

 

 

 

   （単位：百万円）

 平成 29 年６月末 平成 28 年６月末  平成 29 年３月末 

貸出金（末残） 482,154 469,003 479,238

 うち中小企業等向け貸出金 447,930 433,154 444,619

 中小企業等向け貸出金比率 92.90％ 92.35％ 92.77％

  うち消費者ローン 148,320 142,507 146,910

   うち住宅ローン 144,456 139,937 143,451

   うちその他ローン 3,863 2,569 3,458

貸出金（平残） 475,293 460,757 467,481

 

以 上 

○ 平成 29 年６月末の「預金残高」は、前年同期末比 145 億 71 百万円 2.5％増加の 5,903 億 44 百万円となり、 

うち個人預金は同 41 億 38 百万円 0.9％増加の 4,249 億 38 百万円となりました。 

○ 平成 29 年６月末の「貸出金残高」は、前年同期末比 131 億 50 百万円 2.8％増加の 4,821 億 54 百万円となり、 

うち中小企業等向け貸出金は 4,479 億 30 百万円、中小企業等向け貸出金比率は 92.9％となりました。 

○ 平成 29 年６月末の「時価のある有価証券の評価差額」は、前年同期末比 18 億０百万円増加の 54 億 32 百万円

となりました。 


